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〈各地区の開催状況〉 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区 開催日程 開催場所 

邑智 3 月 13 日(水) 

18：30～ 

悠邑ふるさと

会館 

江津 3 月 12 日(火) 

19：00～ 

江津市総合 

市民ｾﾝﾀｰ 

浜田 3 月 14 日(木) 

18：30～ 

いわみーる 

益田

鹿足 

3 月 21 日(木) 

18：30～ 

益田市民 

学習ｾﾝﾀｰ 

『働くことを軸とする安心社

会～まもる・つなぐ・創り出

す～』の実現を目指して！ 

ＮＯ、７７ 

２０２５年 ５月９日 
 

連合島根西部地域協議会  
〒６９ ７―０ ０ ２ ２  

島根県浜田市浅井町６４―２  

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ８ ５ ５ -２ ４ -２ ０ ５ ５  

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ８ ５ ５ -２ ４ -２ ０ ５ ６  

○発行責任者   高平   淳一  

○編集責任者   堀江  元気  

 

 

 

 
 

 

 

 

～ ２ ０ ２ ５ 春 季 生 活 闘 争 情 勢 ～ 

◆要求状況 

 連合島根全体組合集計による平均要求額は、１７，１６８円・６．０６％（８１組合）【昨年同期１４，８０８円・

５．７６％（８１組合）】であり、昨年同時期の要求より２，３６０円・０．３０％上回っている。連合島根集計開

始以来の高い要求水準が依然維持されている。（※いずれも単純平均による数値） 

◆妥結状況 

 県内の妥結状況は、５月８日現在で妥結した５８組合の平均で１１，６２４円・４．９１％【昨年同期８，４６９

円・３．１８％（５４組合)】となっており、３，１５５円昨年同時期を上回った。また、地場組合集計では、１０，

４６２円・５．３５％（３５組合）【昨年同期７，３０１円・２．６２％（２８組合）であり、昨年同期と比較し、

３，１６１円上回っている。妥結額が前回報告時から下がってはいるが、依然として、過去最高の妥結額となってい

る。特に、地場組合においては、粘り強い労使交渉の結果であると推察する。(※いずれも単純平均による数値) 

これまでの報告と同様に、過去最も高い妥結額となっている一方で、消費者物価の高騰による実質賃金のマイナスが

継続している。民間各社の年間決算状況が公表されつつあるが、企業物価高騰や米国関税引き上げの影響などにより

軒並み減収減益等の状況となっている。家計においては主食のコメ不足に加えてすべてのものが値上がりする中で生

活不安が増大している。現段階、要求書提出組合のうち23組合が粘り強く交渉継続中である。各組合の最後までの奮

闘に期待する。 

「みんなでつくろう!賃上げがあたりまえの社会」を目指した2025春闘も最終盤に迎えるが、今春闘の結果は、今後

県内における労働相場へも影響し、島根地方最低賃金交渉、公務員給与、一時金交渉等に反映される。連合島根は引

き続き各構成組織との連携と情報共有のもと春闘交渉を支えていくと共に雇用環境や労働環境の課題解決に取り組ん

でいく。 

今
年
も
労
働
者
に
と
っ
て
熱
い

闘
い
と
な
る
春
闘
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
昨
年
実
現
し
た
高
水
準

の
賃
上
げ
は
、
続
く
物
価
高
の
影

響
に
よ
り
、
生
活
向
上
を
実
感
し

て
い
る
人
は
少
数
に
と
ど
ま
る
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
春
闘
に

お
い
て
も
「
総
合
生
活
改
善
闘

争
」
の
位
置
づ
け
の
も
と
、
国
民

生
活
の
維
持
・
向
上
を
は
か
る
た

め
、
労
働
組
合
が
社
会
・
経
済
の

構
造
的
な
問
題
解
決
を
は
か
る

「
け
ん
引
役
」
を
果
た
す
闘
争
と

す
る
と
共
に
、
労
働
組
合
の
存
在

意
義
を
社
会
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

仲
間
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

連
合
島
根
は
す
べ
て
の
働
く
者

が
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る

環
境
整
備
と
分
配
構
造
の
転
換
に

繋
が
る
賃
上
げ
の
実
現
に
こ
だ
わ

り
、
「
底
上
げ
・
底
支
え
」
「
格
差

是
正
」
を
は
か
る
こ
と
に
重
点
を

置
い
た
取
り
組
み
を
訴
え
、
そ
の

取
り
組
み
の
浸
透
を
図
る
と
共
に

春
闘
勝
利
に
向
け
３
月
１２
日
の

邑
智
地
区
を
皮
切
り
に
、
各
地
区

に
お
い
て
２
０
２
５
春
季
生
活
闘

争
勝
利
総
決
起
集
会
を
開
催
し
機

運
醸
成
を
図
り
ま
し
た
。 

連合島根ジェンダー平等研修会開催

２０２５年６月２８日（土）14:00～  於：浜田ワシントンホテル 「らんの間」 
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各
地
区
で
第

回
メ
ー
デ
ー
盛
大
に
開
催

第
９６
回
目
を
迎
え
る
「
労
働

者
の
祭
典
」
メ
ー
デ
ー
が
『
次

代
に
つ
な
ぐ 

平
和
の
願
い
！

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う 
支
え
合

う
安
心
社
会
と
確
か
な
未
来

（
あ
し
た
）
を
！
』
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
各
地
区
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

各
地
区
の
式
典
で
は
、
連
合

島
根
、
各
市
の
首
長
、
各
地
区

の
推
薦
議
員
団
お
よ
び
労
働
者

福
祉
事
業
団
体
な
ど
の
皆
様
を

来
賓
に
お
招
き
し
、「
第
９６
回

メ
ー
デ
ー
宣
言
」
並
び
に
「
戦

後
・
被
爆
80
年
次
代
に
つ
な
ぐ

平
和
の
特
別
決
議
」
を
参
加
者

全
員
で
確
認
す
る
と
と
も
に
、

各
会
場
に
て
核
兵
器
廃
絶
を
求

め
る
署
名
ブ
ー
ス
を
設
置
し
署

名
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 

式
典
終
了
後
に
は
、
デ
モ
行

進
の
実
施
や
プ
ラ
カ
ー
ド
審

査
、
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ

れ
各
会
場
で
盛
り
上
が
り
を
見

せ
る
な
か
、
邑
智
地
区
に
お
い

て
は
恒
例
の
演
劇
が
、
益
田
・

鹿
足
地
区
で
は
餅
ま
き
が
行
わ

れ
各
地
区
で
特
徴
の
あ
る
メ
ー

デ
ー
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

政策・制度要求提出！  

西
部
地
協
は
「
地
域
に
根
ざ
し

た
顔
の
見
え
る
運
動
」
の
実
践
と

し
て
、
各
地
区
会
議
と
連
携
し
て

２
０
２
４
〜
２
０
２
５
年
度
の
政

策
・
制
度
要
求
と
提
言
の
と
り
ま

と
め
を
行
い
順
次
提
出
し
て
き
ま

し
た
。
３
月
１８
日
に
は
津
和
野
町

と
益
田
市
を
、
３
月
２８
日
に
は
吉

賀
町
を
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
地
域
課

題
を
含
め
た
要
求
書
を
提
出
し
、

書
面
に
よ
る
回
答
を
求
め
ま
し

た
。
益
田
市
で
は
山
本
市
長
が
吉

賀
町
で
は
岩
本
町
長
が
直
接
対
応

し
て
頂
き
、
提
出
さ
れ
た
内
容
を

精
査
し
回
答
す
る
と
返
答
い
た
だ

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
連
合
が
目

指
す
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
地
域
と
の

対
話
を
進
め
て
行
き
ま
す
。 

 


